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衆
議
院
議
員
浅
野
貴
博
君
提
出
北
方
領
土
問
題
の
解
決
に
向
け
た
内
閣
府
副
大
臣
の
発
言
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答

弁
書

一
、
二
、
五
及
び
六
に
つ
い
て

政
府
と
し
て
は
、
北
方
四
島
の
帰
属
の
問
題
を
解
決
し
て
ロ
シ
ア
連
邦
と
の
間
で
平
和
条
約
を
締
結
す
る
と
い
う
基
本
的

方
針
の
下
、
引
き
続
き
、
強
い
意
思
を
も
っ
て
ロ
シ
ア
連
邦
政
府
と
の
交
渉
を
行
っ
て
い
く
考
え
で
あ
る
。

御
指
摘
の
「
発
言
一
」
か
ら
「
発
言
五
」
ま
で
に
つ
い
て
は
、
こ
の
よ
う
な
政
府
の
立
場
を
基
に
、
北
方
地
域
元
居
住
者

や
北
方
領
土
返
還
要
求
運
動
関
係
者
が
長
き
に
わ
た
っ
て
北
方
四
島
の
返
還
を
待
ち
わ
び
て
お
ら
れ
る
と
の
強
い
思
い
に
接

し
、
可
能
な
限
り
早
期
に
解
決
す
べ
き
と
の
認
識
を
前
提
と
し
て
、
諸
外
国
に
お
け
る
事
例
に
も
触
れ
な
が
ら
、
粘
り
強
い

外
交
交
渉
が
必
要
で
あ
る
と
の
趣
旨
を
強
調
し
た
も
の
で
あ
る
。

三
及
び
四
に
つ
い
て

い
わ
ゆ
る
パ
レ
ス
チ
ナ
問
題
と
は
、
千
九
百
四
十
七
年
の
国
際
連
合
総
会
決
議
第
百
八
十
一
号
（
い
わ
ゆ
る
「
パ
レ
ス
チ

ナ
分
割
決
議
」
）
に
基
づ
き
独
立
を
宣
言
し
た
イ
ス
ラ
エ
ル
と
こ
れ
を
認
め
な
い
近
隣
ア
ラ
ブ
諸
国
と
の
間
で
発
生
し
た
数

次
に
わ
た
る
戦
争
の
結
果
、
イ
ス
ラ
エ
ル
が
占
領
し
た
ヨ
ル
ダ
ン
川
西
岸
地
区
、
ガ
ザ
地
区
等
の
土
地
を
、
イ
ス
ラ
エ
ル
の

一



安
全
を
確
保
し
つ
つ
パ
レ
ス
チ
ナ
を
含
む
ア
ラ
ブ
側
に
返
還
し
て
、
い
か
に
和
平
を
実
現
す
る
か
と
い
う
問
題
で
あ
る
と
認

識
し
て
い
る
。
特
に
イ
ス
ラ
エ
ル
・
パ
レ
ス
チ
ナ
双
方
の
間
で
は
、
難
民
、
入
植
地
、
境
界
画
定
等
個
々
の
問
題
を
解
決
し
、

イ
ス
ラ
エ
ル
と
と
も
に
共
存
共
栄
す
る
パ
レ
ス
チ
ナ
国
家
を
建
設
す
る
こ
と
を
目
標
と
し
て
交
渉
が
行
わ
れ
て
き
て
い
る
と

承
知
し
て
い
る
。

北
方
領
土
問
題
と
は
、
先
の
大
戦
末
期
の
千
九
百
四
十
五
年
八
月
九
日
、
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
社
会
主
義
共
和
国
連
邦
（
以
下
「

ソ
連
邦
」
と
い
う
。
）
が
、
当
時
ま
だ
有
効
で
あ
っ
た
大
日
本
帝
国
及
「
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
」
社
会
主
義
共
和
国
連
邦
間
中
立
条

約
（
昭
和
十
六
年
条
約
第
六
号
）
に
違
反
し
て
対
日
参
戦
し
、
今
日
に
至
る
ま
で
ソ
連
邦
及
び
ロ
シ
ア
連
邦
に
よ
る
北
方
四

島
の
占
拠
が
続
い
て
い
る
問
題
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
二
つ
の
問
題
は
、
そ
れ
ぞ
れ
歴
史
的
経
緯
等
を
異
に
し
て
お
り
、
単
純
に
比
較
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

二


